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論文内容の要旨
本論文は、泉鏡花(明治 6~昭和14) が明治から大正期にかけて発表した作品を読解・分析しながら、
その想像力の構造と展開を明らかにし、あわせて鏡花の特異な言語観・文学観の実態に迫ることを目的
としたものである。
日本近代文学における「幻想文学」の代表的な書き手として泉鏡花を位置づける評価が定着して既に
久しいが、歴史的に見てその重要な契機が少なくとも三度はあったと考えられる。一つは鏡花が実質的
に文壇に登場した明治二十年代であり、そこでは日清戦争後の社会状況や文学の理念に相即した「観念
小説」の新進作家として非常な期待をもって迎えられたが、間もなく鏡花はその期待とは異なる方向に
作風を転ずる。もう一つは明治四十年代の「自然主義」文壇における時代錯誤的な物語作家に対する冷
遇という問題であるが、その間も鏡花は春陽堂という大手書捧から同時代読者に関与し続けたし、大正
期には三田派や新思潮派周辺で「鏡花宗J r鏡花党」とも称する最展筋に固まれて「幸福な作家」と言
われもした。そして最後の一つが昭和五十年前後の「鏡花再評価」である。三島由紀夫や淀津龍彦によ
る称揚に象徴されるように、この時期の「鏡花の復活」は一九六0年代におけるカウンターカル
チャー-サブカルチャーの隆盛を経て一九七0年代の「異端J r土俗J rオカルト」といった文化事象が
クローズアップされてくる趨勢と軌をーにし、文学研究の場に西欧の幻想文学理論が紹介・移入された
際の動向とも無縁ではない。
そのようにして「再発見」されてきた鏡花像というものはしかし、異端に対する正統、傍流に対する
主流、反近代に対する近代という制度的な前提を必ずしも外れるものではなく、大局的にはむしろ固定
的な図式を補強するものとして働いてきたと言わざるを得ない。だが文学における幻想性とは本来、自
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明なものとして硬直した思考の枠組みを揺るがせ、時に崩壊させるような稀有の言語体験として顕現す
るものではないのか、であるならばそれぞれの「幻想文学」作品はどのように読むことができるのか、
といった素朴な疑問が本論文の根本的な出発点である。本論文の目的は、そのための前提となる基礎的
な視座を得ることにもあった。もちろん、素材論や成立論を中心とした実証的な成果の積み重ねに特色
のある今日までの鏡花研究史が多くの示唆を与えてくれることは言うまでもないが、「泉鏡花と幻想文
学」なる大仰な視角から、その代表作を中心に論じてゆこうとする愚直なまでの問題意識は、ーにそこ
に係っている。
本論文においては以上のような評価史・研究史を踏まえ、個別の作品の精綴な読解を基盤としつつ
も、作品の背景にある同時代の言説にも考察が及ぶよう心がけた。研究の全体像としては三部に分けて
構成し、概ね対象作品の発表年代順に並ぶよう各論を配置した。以下に各部章の要旨を記す。
第一部初期小説論
初発期における鏡花の文学史的・作品史的意義を探るために明治二十年代の「観念小説」および三十
年代の「少年ものJ を取りあげ、語りの方法を中心に考察した。初期の鏡花作品において、主として一
人称の語り手によって提示される独自の世界観は、同時代の評価の期待を一面では裏切るような形で変
容していったが、そのような転回のなかで、作中での〈異界〉も現実と明確に差異化されるかたちで描
かれるようになり、のちの所謂「鏡花的幻想」が形成されてゆく。同時代の他作家による小説および小
説観をめぐる議論を視野に入れ、鏡花の方法的位相を探った。「小説」の理想形や文学的想像力をめぐ
る想実論、没理想論争、観念小説論といった日本近代の文学初発期の議論や、北村透谷を中心とした
『文学界』とその周辺で展開された前期浪漫主義運動を視野に入れながら、のちに確立する鏡花固有の
文学的幻想に繋がる方法的な道筋がここに認められることを明らかにした。第一部に収めた各論の要旨
は次の通りである。
第一章 「外科室」論一一「観念小説」の時代における方法的位相
初期作品「外科室J (明治28) をとりあげ、作中のコミュニケーションの様相に着目して分析するこ
とで、一義的な命題(観念)を差し出そうとする物語が、それを逸脱し相対化してしまうような外部の
言説を取り込んで、成立しているという逆説的な構成を明らかにした。本作の発表当時より現在に至るま
での評価軸は、主人公の医学士と伯爵夫人の新奇なプラトニック・ラヴを称揚する作品末尾の挿評に何
らかの形で梓さすものと言える。しかし「観念」としての恋愛とは「予」なる語り手が志向する「物語」
に他ならず、「物語」はその遡行的な形成過程において決定的に異質な他者と出会っている。そのこと
を象徴的に示すのが通りすがりの人物たちによる極めて世俗的な会話の声であり、それは言語の表象・
伝達機能を原理的に問い直すものであり、小説の「読み方」そのものに対する一種の挑戦でもあった。
つまり、一義的な「観念」を構築するには極めて「不自然」とされた本作の上下構成は、小説が何もの
かを表象する可能性や原理について批評的に聞い直す、独自の言語的試みだったのである。また「恋愛」
「死」といった出来事をめぐる想像力の論理が、第二部でとりあげる〈異界〉のモチーフに連接するこ
とも確認された。
第二章 「照葉狂言」論一一少年小説への転回と森鴎外訳「即興詩人」
幼少期の庇護者として年上の女性との生活を追憶した一連の作品の中から「照葉狂言J (明治29) を
とりあげ、その語りの方法的位相を明らかにした。特に、失われた過去を懐古的に語り出す本作の筆致
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は樋口一葉の「たけくらべ」や森鴎外の翻訳「即興詩人」に触発されたと言われているが、特に後者は
鴎外の初期におけるロマンテイシズムの内実や一人称小説のの方法論が明確に読み取れるテクストでも
ある。本章では鴎外による一種のアンデルセン解釈との対比によって鏡花の少年ものの語りの特質を分
析した。同時代の読者・評者の期待の地平としては、本作を中心とする「少年もの」の世界は、かつて
の明快な「観念小説J の名残りと後の神秘的な「幻想、小説」の萌芽に挟まれた暖昧な位置にある。二人
の美しい庇護者に挟まれて遼巡葛藤する語り手の構図はその意味でも象徴的だが、本論文はそれを主人
公の近代的自我の未成熟と見るのではなく、「観念小説」の抑圧的なメッセージ性に回収されない多様
な声を聴き取る感性として捉え、鏡花的な物語の豊かさの一端をここに見出した。また、「物語の中の
物語」といった幻想文学におけるメタテクスト的な問題もここに既に苧みつつあることが確認された。
第三章 「化烏」論一一変身のモチーフと語りの論理
第二章に続いて幼年期の一人称回想小説として「化鳥J (明治30) をとりあげ、明治三十年前後の鏡花
の作風の変化を再検討した。本作はその特異な語りの声そのものが多義性・幻想性を帯びた特異な達成
として評価されているが、少年の語る変身幻想、については本格的に論じられているとは言い難い。本章
では、鏡花が少年期に親しんだアプレイウス「黄金のろば」との対比を通じて、「変身」のモチーフがも
っ固有の意味や物語方法上の機能を明らかにした。文学作品に描かれる変身という怪奇現象は、異界へ
の想像力の発現として実体的に捉えられると同時に、その語りは自己と他者に関わる越境的なパフォーマ
ンス(言語実験)であるともいえる。鏡花に関する素朴な文脈で言えば、その荒唐無稽な反時代性とし
て注目されがちな「お化け」や「妖怪」などの異形に対するこだわりも、単なる迷信の発現である以上に、
物語的想像力の原動力としての側面が強いことが理解されるのである。本作における少年の変身幻想も、
そのような無気味な他者の声が外部から態依してくることによってもたらされていることが明らかにな
り、「高野聖」に至って完成する「語り」の芸にも通ずる道筋を浮かび上がらせることができた。
第二部幻想小説諭
幻想文学作家としての鏡花の特質がどの時期にもっともよく表れているのかという問題設定は必ずしも
適切ではないが、物語や表象の多義性・多層性、現実と非現実の境を暖昧にしてゆく語りの方法という
レベルでの達成を示すものとしては、やはり明治四十年前後あるいは一九00年代の作品群が充実して
いる。文学史的には自然主義を中心に日本的リアリズムの方法が確立される時期にあって、それと対立・
対比的に位置づけられてきたが、総体的には決して多いとは言えない鏡花の創作談話もこの時期に集中
している。「お化けはできれば白昼の東京・汽車の中に出したいJ I不思議を不思議として書きたくはない」
といった小説家の素朴な声に真に耳を傾けることとは、そこで語られている想像力の構造を論理化し、リ
アリズムの方法論と比較することに他ならない。ここでは同時代から現在に至るまでの言説や研究によっ
て「代表作」として位置づけられてきた鏡花作品を中心に取りあげ、その評価の基軸を再検討するとと
もに、鏡花における文学的幻想性の特質について論じた。第二部に収めた各論の要旨は次の通りである。
第四章 「高野聖」論一一森田思軒訳「金櫨謹」の受容と方法
鏡花の初期習作「白鬼女物語」は明治二十八年頃の執筆と推定されているが、そこに描かれた山中異
界の魔女の形象は「高野聖J (明治33) の原型とも言われている。いずれも森田思軒訳「金騒謹J (アプ
レイウス原作「黄金のろばJ) の影響を認めうるが、両者の受容形態に着目すると、鏡花がこの間に山
中異界や魔的な女という題材の輪郭(リアリティー)を熟成させるだけでなく、それらは如何にして語
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りうるのかという方法的な模索をしていたことが分かる。具体的には、好奇心旺盛な一人称の若者が異
界の驚異を前に何も語り得ない初期の表現と、話芸に秀でた旅僧が異界体験談を巧妙に語る代表作の表
現の相違を明らかにした。また「語り」の芸が一種安定した物語を提示しつつも、同時に異質でグロテ
スクな声を現前させ、言葉の表層に強度を与えているという新たな結論を得た。ともに初期の鏡花から
これ以降の展開の至るところに散見される問題であり、本論文はこの二点を鏡花に固有の幻想小説的な
特質と捉えている。なお、鏡花における「語り」の方法は、鏡花自身が殆ど試みたことのない「翻訳」
とも問題を共有していることを指摘し、鏡花研究における比較文学的方法の可能性を新たに提示した。
また、鏡花の神秘性・幻想J性について新たな把握を提示しようと揺れていた何時代の言説にも言及した。
第五章 「薬草取」論一一〈物語〉と山中異界への道行
前章に引き続いて山行を描いた「薬草取J (明治36) を取り上げたが、「高野聖」にはないモチーフで
ある亡母憧僚とその語り方を考察の基軸として論を進めた。山中で、出会った男女(修行者と花売娘)が
交わすやりとりは、「花」にまつわる幼時の物語と、いま眼前にある「花」そのものをめぐって形成され、
それらが見事に幻想的調和をなしているかに見える。作中には二つの経文が周到に配置されているが、
教典を携える男の山行は、「母」をめぐる〈物語〉を語ることによって自ら〈主体〉として定位する「修
行J のプロセスを示すものに他ならない。それは〈父〉ゃく母〉といった記号論的な付置によって、到
達し得ない超越的な位置に〈物語〉が遠ざけられてゆく道筋でもある。しかし、幾つもの物語の道行き
であるような山の霊異について男女が示す対照的な認識をふまえるならば、末尾に取りすがる男を後目
に花を与えて消えてゆく女の姿は、テクストの表層と深層をともに浮上させ、幻想的な多義性を回帰さ
せるのである。本論文は〈物語〉をそのような消失点にこそ見定める手法を、幻想小説としての完成度
として位置づける立場を取るものである。なお、本作は死を前にした尾崎紅葉の回復を祈る作品集の一
作として構想されてもいるが、そのような外的な条件にメッセージが一元化されないことも指摘した。
第六章 「春昼J I春昼後刻」論一一異界/物語の「音」
島崎藤村の「破戒J と田山花袋の「蒲団」という、日本における自然主義文学の方向性に決定的な意
味を持ったこつの作品が発表される狭間に位置し、また直前に発表された夏目激石の「草枕」からの影
響も指摘される「春昼J I春昼後刻J (明治39) は、それらと全く異なる文脈で、近代日本文学史上「分
身」をいち早く描いた試みとして注目に値する。それは第九章で扱う「眉かくしの霊」のような本格的
な形象ではないが、山中で男が目撃した幻の舞台でのドッペルゲンガー(自己像幻視)の他、その歩み
を遅れて繰り返すかのようにぶらぶらと作品世界を訪れる散策子も男の分身と見なせる側面がある。
「自己」や「現実」の同一性に関わる分身は、狭義には主体の死を回避させ永遠の生を保証する存在と
いったロマン主義的形象から、抑圧された欲望の外化・回帰といった都市大衆社会下で、の主体の実存へ
の不安を表象する機能が指摘されているが、広義には写真や映画など映像メディアの「再現」性にも関
わる構造的比聡としても理解される。本章では、「分身」というかたちで視覚的に示される離接関係を
生成する条件として、作中さまざまに鳴り響く「音」に着目し、その方法的な意義を探った。不在のも
のを信仰的なまでに強く指向する鏡花テクストにあって、その最大の「分身」は「異界」と「物語」で
ある。祭嚇子に誘われる二人の男の道行は、それぞれ観察者的な距離と形而上的な信仰といった一見相
反する感性を示している。そして作品末尾に「音」が奪われ舞台が静寂無音の世界になったときに、そ
の分身関係は消滅するのである。
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第七章 「草迷宮」論一一唄声の重層性と分身の記憶
『草迷宮j (明治40) は魔所・亡母憧僚・手強唄といったモチーフが集約され、語りの構造についての
画期的な見方を提示した「聴き手論」でも注目された、鏡花の代表的な幻想小説である。本章では特に
唄声のモチーフと萌芽的に描かれる分身との連関を分析しながら、作中の「忘却J や「既視感 (déjà
vu) J といった記憶の起源、に関する特異なあり方について考察を展開した。忘れられた手強唄探しの旅
という『草迷宮J のテーマは、同時代の背景的文脈として、民謡蒐集のような(前)近代的想像力とと
もに、蓄音機のような複製技術時代の感性にも密接に関わっている。そこでは「聴き手」として物語世
界を訪れる旅僧こそが複数の空間軸を統合する「記憶の場」として決定的な位相にあるが、作品の主人
公とも見倣される手強唄の探求者は結末で眠りに落ちてゆく「夢の主体」である。そして、言葉を奪わ
れた狂人として村落の周縁に眠ってばかりいる端役や、大人を困惑させる子どもたちの仮装行列もまた
無気味な存在である。これらの退行者たちに向けられる視線から浮かび上がるのは、時に美しく憧れる
物語を紡ぐ想像力が常に無気味な「負の形象」に照らし出されているという構造であり、作中に響き続
ける唄声の重層性もそれに対応しているという結論を得た。ロマン主義的な異界の物語が世俗的な共同
体の論理と結託して語られながら、そこに無気味な強度を持った音や声が響き続けることこそが、鏡花
世界の幻想的特質であるというのが本論文の評価である。
第三部鏡花的幻想の展開
鏡花における幻想性を一つの典型的なモデルとして把握するにとどめず、その多様な展開の実態に迫
るために、第二部までに取り上げた明治期の幻想小説とは異なる領域にある作品を考察の狙上にのせ
た。ここで論じているのは、特異な地位ではあるが既に一定の評価を文壇に確立した時期の鏡花の作品
であるが、その中で、これまでに論及してきた作品の中の幾つかの要素が独自に展開されてゆく様相を
浮かび上がらせるよう努めた。また、明治から大正期にかけて広く共有された問題系に与しながら、自
らの幻想、の方法についての実験を意欲的・先鋭的に試みたモダンな作家としての鏡花像を浮び上がらせ
ることも意図した。具体的には、明治末期に隆盛を見せる特徴的な様式としての小品(文)、新派劇と
は異なるかたちで大正期に集中して鏡花が自ら書き下ろした戯曲、大正末期から昭和初期のモダニズム
文学を先取りするドッペルゲンガー小説の試みを扱っている。近年、明治末期と大正期の文壇に訪れた
「怪談ブーム」が注目され、現代のサブカルチャー的文脈では「妖怪」ブームも訪れているが、以下に
扱う作品では何らかの形で「怪談」や「妖怪J に関わっており、今日的な意味での「文化」における鏡
花の座標を測り直したいという展望もある。第三部に収めた各論の要旨は次の通りである。
第八章 『鏡花小品J 論一一脱ジャンル的テクストの様式性
「小説」というジャンルの規範性にとらわれない自由なテクストとして明治期に「小品」が流行する
が、読者をも巻き込んだその趨勢のなかで、鏡花はかつてないほど主導的な位置にいた。当時最有力の
文芸誌のひとつ『新小説j で読者投稿の選者を務めていた鏡花は、水野葉舟など後の「小品」の代表的
な書き手にも影響を与えながら、自ら「小品」を発表し続けていたのである。作家名を冠した小品アン
ソロジーも当時刊行されているが、本章では『鏡花小品j (明治42) をとりあげ、鏡花における自在な
「文」のあり方について収録作に即して考察を展開した。具体的には、怪談において怪異の実在性より
もグロテスクで猿雑な細部への執劫な視線が体験のリアリティを支えており、特定のモチーフやトポス
の頻出もそうした想像力の磁場として機能していることを明らかにした。また、紀行文や人情話におい
てもプロット(因果関係)を凌駕する詩的イメージの強度がストーリーを牽引していること、性格の異
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なる文体・話体の葛藤の場としてテクストが差し出されていることなどもあわせ、これらを鏡花におけ
る小品の様式性として抽出した。
第九章 「眉かくしの霊」論一一鏡と分身(ドッペルゲンガー)の論理
大正末期の「眉かくしの霊J (大正13) をとりあげ、鏡と分身(ドッペルゲンガー)が切り結ぶ遠近
法的な関係と、鏡花における物語の構造の類縁を指摘した。旅籍で語り合う旅客と料理香の物語は、「姦
通事件」を発端にこの土地を訪れた芸者が誤って射殺され、周辺に伝わる妖怪めいた池の主に同化した
という怪談じみた趣向を持っているが、そこには何人もの「女」を重層化した「異界」の〈女〉を神格
化する形而上性が顕著である。鏡に向かつて化粧をする異界の女は、水を見つめる男たちによって見出
された幻想に他ならないが、幽霊と自己像が並んで出来するクライマックスでその輪郭は明瞭になる。
その恐怖は、水鏡の奥に結ぼれる幻想的なイメージの完成が、同時に、それを遮断する現実的な表層の
回帰としても捉えられていることを示している。そもそも鏡花的世界観の典型としての現実/異界の二
元的対立が、「裏J r表」に接する「鏡」のような両面性を示すものではある。しかし鏡花における物語
の方法は両者を単純に繋ぐものとしてはあり得ず、むしろその方法的立場は「裏」たる異界への志向
(奥行き)を支えながら遮りもする物語の「表」という不透明性にこそ賭けられていたことを明らかに
し、透明な媒体としての自然主義的な言語観に抗していることを論じた。
第十章 「夜叉ヶ池J 論一一「幻想劇」の舞台機構
大正期に集中的に手がけられた「幻想劇」の方法的意義について、戯曲「夜叉ヶ池J (大正 2 )をと
りあげて検討した。作中人物の発するメッセージを二重化して伝達する「せりふJ の構造は、「回り舞台」
の仕掛けとともに、作中に観客の視線を内在化させている。この演劇的構造が物語と語り手との隔たり
を示し、クライマックスも物語行為そのものを不可能にさせる破壊的カタルシスとして視覚化される経
緯を分析した。村の鐘楼を守りながら龍神伝説を担いつづけてきた夫婦が洪水によって水面下に没する
のを見届けた友人は、必然的に新たな伝説の担い手とならねばならないが、末尾に描かれるのは黙して
件む姿のみであり、それは物語による表象の臨界点を指し示している。なお、本作の作中人物には「物
語の中J r舞台の上」に自らが立っているというメタ演劇的な自覚が顕著だが、それは無気味な他者の
視線の中で自らの身体を発見する「化鳥」の問題にも通ずる。また物語行為そのものが怪異を呼び寄せ、
現実の変容を促すというクリテイカルな契機として捉えられている点では「白鬼女物語」から「高野
聖」に至る「好奇心と物語の禁忌」にも通じ、合掌や膜目、沈黙のしぐさが異界や物語世界へのある種
の断念として符丁化されている作品に至っては枚挙に遣がない。また、舞台上に響く唄声が異世界への、
または異界からの越境を実現していることなどは、「照葉狂言」や『草迷宮』にも通ずる。そうした意
味でも鏡花における「幻想劇」の機構が、自身の幻想的方法を集約的に試みる舞台でもあったとして、
従来の把握にはない位置づけを提示した。
以上、本論文はこれまでに論者が個別の作品論として試みてきた既発表論文を中心に構成されてお
り、それぞれの対象作品に即して行ってきた方法的位相の解明作業の集積の上に成り立つものである。
もとよりそこに明確な仮説や戦略的な展望をもって臨んだわけで、はない。しかし博士学位論文として再
構成するにあたって出来るだけ包括的な記述を目指し、改めて各論どうしの接続を見直しながら改稿を
加えたことで、全体を貫く問題系を示すような間テクスト的モチーフの幾つかを見出すに至った。たと
えば物語行為そのものに対する過剰なまでの好奇心と警戒心、それに対する禁止と命令といった両義的
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な要素は、初期の習作から大正期の幻想劇にいたるまで随所に確認され、やはりそれらと表裏一体をな
す「合掌J I膜日」といったしぐさについても、テクストの構造的特質に関するメタメッセージを指し
示す記号として捉え直すことができた。さまざまな作品空間に響く「唄(歌)J や「声」の次元と、そ
の対極にある静寂・沈黙という問題も、当初の問題意識であった文学的幻想の本質に関わる多義性をも
たらすものとして把握することができた。結果として、鏡花固有の問題の一端を浮き彫りにするこれら
の発見を通じて、現実/異界という二元論を固定化して作品世界を図式化してきた従来の幻想文学論の
枠組みを超える把握を展望し得たことが、本論文の成果である。
論文審査結果の要旨
本論文は、泉鏡花の主要テクストに考察を加えることによって、その想像力の構造と展開を明らかに
することを目的としたものである。全体は三部十章からなり、明治から大正期の鏡花の小説・戯曲を対
象として精綴な表現分析を行うことをとおして、固有の想像力によって開示された鏡花テクストの幻想
性の内実の解明が試みられている。
「第一部 初期小説論」は明治20、 30年代の小説を取り上げ、鏡花的幻想の形成の過程を明らかにす
る。第一章では「外科室J を分析対象とし、その「観念小説」的枠組みから逸脱して異界のモチーフへ
の連接を示す表現の機構を解明している。第二章では「照葉狂言」について、森鴎外訳「即興詩人」の
受容を視野に入れつつ、幻想小説の萌芽としての性格を指摘する。「化鳥」を対象とした第三章はテク
ストに現れる変身のモチーフがもっ固有の意味や物語方法上の機能を分析することによって、幻想性を
志向する明治30年前後の鏡花の作風の変化を明快に論じている。「第二部 幻想小説論」では、鏡花小
説の幻想文学的特質が最も顕著に認められる明治40年前後の小説群が取り上げられる。第四章が問題と
するのは「高野聖J であり、森田思軒訳「金擁護」の受容、初期習作「白鬼女物語J との対比の視点か
ら、このテクストに於ける語りの方法、テクストに現前する声の表象の機能を解明することによって、
一義的な意味に回収されない鏡花的幻想の固有性を説得的に提示している。第五章は「薬草取J を取り
上げ、亡母憧慢のモチーフを軸に考察する中で、テクスト末尾で幻想的な多義性を回帰させる物語の方
法を明らかにしている。第六章・第七章では鏡花の代表作「春昼J I春昼後刻」および「草迷宮」につ
いて、分身や音・唄声の機能を中核として鋭利な分析を加えることによって、物語を重層的に構造化し
異界への通路を開くその方法的意義そして鏡花小説の幻想的特質を鮮やかに解明している。「第三部
鏡花的幻想、の展開J は主として大正期のテクストの問題を扱う。第八章は鏡花の小品を取り上げ、鏡花
的想像力の多様な顕現の場としてそれを位置付ける。「眉かくしの霊」を扱う第九章では、鏡と分身の
関係と物語の構造との類縁性を確認することによって、本テクストの幻想性の構造を極めて鮮明に指摘
し、また第十章は「夜叉ケ池」の演劇的構造を解明する中で鏡花の「幻想、劇」の方法的意義を明らかに
している。
本論文は以上のように語りの方法、現実と異界の関係、テクストに介入する「声j や「唄」の意義、
分身的形象の機能等、多様な観点から、鏡花テクストを構造化する想像力の機構を解明し、鏡花文学の
特質をなす幻想J性の構造を鮮明に照射している。分析は鋭利極まりなく、論述も極めて明快かっ説得的
である。テクストの生成を支える鏡花の特異な言語観・文学観や近代文学史上に於ける鏡花の位置に関
する考察も優れた成果を挙げており、斯学の発展に寄与するところ多大なものがある。
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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